城北高等学校　介護職員初任者研修　(学則)

１．開講目的
急速な高齢社会の到来を迎え、より専門的な知識・技術を修得することが求められている。この講座は介護事業に従事するにあたり、習得すべき知識と技能を研修するだけでなく、介護に最も重要な利用者に寄り添う心やまごころを大切にした人材育成を行うことを目的とする。

２．研修事業の名称
城北高等学校における介護職員初任者研修事業

３．実施場所
(講義)　城北高等学校　医療福祉科１年生教室
(演習)　城北高等学校　介護実習室

４．開講時期及び研修期間
7月～2月(毎年実施)
研修期間は8カ月とする。
別紙様式４の通り

５．研修カリキュラム
別紙様式４の通り

６．講師氏名
別紙様式５－１の通り

７．研修修了の認定方法
修了評価は、全科目の修了時に筆記試験により厳正に行う。
　①筆記試験における合格基準は、8割とする。
　②合格点に満たなかった場合は、再試験を行い再評価する。

８．受講資格
城北高等学校　医療福祉科1年生


９．受講者本人の確認方法
入学時の生徒提出資料により確認

10．受講手続(募集要領等)
城北高等学校　医療福祉科1年生を対象に全員受講とする。

11．受講料・実習費
受講料・実習費は徴収しない。

12．遅刻・早退・欠席・退講、未修了及び補講の取扱い
受講時間の３分の１を超える時間の遅刻･早退はその時間の欠席とする。欠席に対しては、実施予定日以降に欠席分の補講を行う。ただし補講できる時間は総時間数の1割以内としこの範囲を超えた場合は未修了とする。なお、補講にかかる費用は徴収しない。また、本校在籍でなくなった場合は退講とする。

13．修了評価不合格の場合の取り扱い
不合格者には１科目につき１時間の補講及び再試験を実施し再評価をする。再試験においては正答が8割以上を合格とする。開講時期内に合格しない場合、未修了とする。


· 平成29年5月1日　改定
· 令和5年7月1日　改定
· 令和6年7月1日　改定
· 令和7年7月1日　改訂
